
第３回「 仮称）横浜環状北西線」有識者委員会開催のお知らせ（

－記者発表資料－

横浜市と国土交通省は 「 仮称）横浜環状北西線」の概略計画の立案において、手続、（

、 、きの透明性・客観性・公正さを確保し 公正中立な立場からＰＩプロセスについて助言

評価することを目的とした「 仮称）横浜環状北西線」有識者委員会（委員長：東京都（

立大学 磯部力教授）を本年７月に設置し、その第３回目の委員会を下記のとおり開催

いたしますのでお知らせします。

【第３回「 仮称）横浜環状北西線」有識者委員会】（

１ 日 時：平成１５年１２月５日（金） 午後６時から午後８時まで

２ 開催場所：神奈川中小企業センター １４階多目的ホール

（横浜市中区尾上町５－８０）

３ 議 題：これまでに寄せられたご意見の取りまとめについて 等

４ 公開・非公開の別：公開

５ 傍聴者の定員：１５人

６ 傍聴の申し込み方法

傍聴を希望する人は、神奈川中小企業センター１３階特別会議室Ａにて

午後５時から午後５時３０分まで受付。受付終了後抽選。傍聴者が定員に

満たない場合は、委員会開催時刻まで先着順受付。

７ 傍聴に関する問い合わせ先

横浜市道路局 横浜環状道路調整部 事業調整課

電話 ０４５－６７１－２７３５

８ 記者席は別枠で準備しております。

平成１５年１１月２８日
横浜市 道路局

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所

記者発表クラブ

竹芝記者クラブ・さいたま新都心記者クラブ

神奈川県政記者クラブ・横浜海事記者クラブ

神奈川建設記者会・横浜市政記者会

川崎記者クラブ

お問い合わせ先

横浜市 道路局 横浜環状道路調整部 事業調整課

横浜環状道路担当課長：森 公司

電話 ０４５－６７１－２７９９（直通）

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所

調査第一課長：本田 康秀

電話 ０４５－３１６－３５３６（直通）
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（仮称）横浜環状北西線の概略図
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鉄雄 　　東京工業大学　総合理工学研究科　教授



ＰＩ（パブリック・インボルブメント）とは

　ＰＩとは、計画づくりの初期の段階から、関係する市民等のみなさまに情報を提供
しつつ、広くご意見を聴き、それらを計画づくりに反映することです。

み
な
さ
ま

みなさまのご意見を踏まえ
「概略計画」をとりまとめます。

構
想
段
階

計
画
段
階

（仮称）横浜環状北西線の、より詳細な計画案を
作成し、環境影響評価や都市計画の手続きを
進めます。

（仮称）横浜環状北西線　計画検討フローについて

交通改善上の懸念・ニーズと
（仮称）横浜環状北西線の

必要性
交通問題を改善するにあたっての市民等の懸
念やニーズを把握するとともに、(仮称)横浜環
状北西線の目的（広域・地域の必要性など）を
確認します。

横浜市中期政策プラン等の
マスタープラン

（ＰＩの方法）
・オープンハウス
・アンケート
・パンフレット
・広報紙　　等

（ＰＩの方法について今後検討）

情報の提供
・ 計画の目的（広域・地域の
必要性など）を提示します。

意見の把握
・ 交通問題を改善するにあ
たっての懸念・ニーズや、
計画の必要性に対する意
見を把握します。

情報の提供
・計画のたたき台を提示します。

意見の把握
・ 計画のたたき台に対する懸
念・ニーズを把握します。

情報の提供

意見の把握

計画のたたき台の提示と
概略計画の検討

計画のたたき台を提示します。

たたき台に対する市民等の懸念やニーズを
把握し、これらを反映した概略計画を検討し
ます。
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在
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こ
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